
 

 

 

 

 

 

会 場 北星学園大学 Ｃ館 

札幌市厚別区大谷地西２丁目３−１ 

 

第１日目 10月 14日（土） 13:00～17:10 

 

13：00～13：10 開会式  

13：10～17：10 ミニ講話 

 

◆【ミニ講話】 テーマ 自分が取り組んできた療育，大切にしている療育 
 

 ●発達の評価に基づいた療育で大切にしていること、大切にしてほしいこと 

   金澤俊文 (社)麦の子会 むぎのこ 

 ●療育でリハビリテーションを行う上で大切にしていること、大切にしてほしいこと 

   鈴木真知子 まちこ子ども発達相談室 

 ●通園施設の療育で大切にしていること、大切にしてほしいこと 

   八木沢博光 (社)静内ペテカリ 

 ●地域支援を行う保護者として療育で大切にしてほしいこと 

   日置真世 フリー 

●支援者を養成する中で伝えている療育で大切にしてほしいこと 

   横井裕一郎 北海道文教大学 

 ●医療機関として療育で大切にしてほしいこと 

   田中康雄 こころとそだちのクリニック むすびめ 
 

座長・まとめ  会長 佐々木浩治 

 

交流会 

17：45〜19：45 北星学園大学生協食堂 大学会館 3F 

  

北海道乳幼児療育研究会 
第３７回研究大会プログラム 

 



第 2日目 10 月 15日（日） 9:00～12:30 

 

9:00～9:30  総会  

9:30～12:30  分科会  

12:30   閉会式 （於 各会場） 

 

◆分科会１ 【保育】  テーマ 自分と保育と療育 
 
 ●実践発表 共に育ち、共に生きる保育とは          中村孝博 元幼稚園教諭 

 

 ●実践発表 集団遊びや製作遊びで共に楽しむために、よく観て練り直す 
                                           柿原勝 こども學舎 

 ●実技と理論 体を動かすためのコツと理論       林二士 札幌国際大学短期大学部 
 

 助言者 吉川和幸 独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所 主任研究員 

 座長 中村孝博    

 

◆分科会２ 【トークセッション】 

         テーマ  コロナ禍３年間の取り組みとコロナ後の新たな取り組みについて 

 ●発表者１  南出 夏美 (社)慧誠会 やまびこ保育所 

 ●発表者２  大木 瞳 地域生活支援ネットワークサロン コミュニティサロン いんくる 

 ●発表者３  梅坪 光 八雲町子ども発達支援センター 保健師 

 ●発表者４  北山 竜大 児童発達支援センターたくあいアクティビティ「むぅ（夢）」 

 ●発表者５  細谷 優子 あしょろ子どもセンター児童発達支援支援センター 主査 

 座長  佐藤知哉 パーソナルサポートステーション こどもサポートほっぷ 

 

 

〈 北海道乳幼児療育研究会事務局 〉 

〒002-8071札幌市北区あいの里１条６丁目１－２ 

拓北・あいの里福祉センター １Ｆ 

たくあいアクティビティ「むぅ(夢)」内 

川合・北山・添田 宛 

TEL  011-770-5520    FAX  011-770-5521 

E-mai t-kawai@sapporo-kyoudoufukusikai.jp 


